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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Three-dimensional analysis of tooth movements including root using intraoral 




た咬合に歯冠及び歯根を排列することである。そこで本研究の目的は、治療開始前の Cone Beam 
















































2. 今回用いた方法を日常臨床で使用するとした場合の改善点を説明せよ。  
（今回の研究で用いた方法は事前の重ねあわせの精度評価において計測部位での精度は 125μm









主査  宮﨑委員の質問とそれらに対する回答：  
1. 本研究でなぜ犬歯を使用した理由を説明せよ。  
（今回犬歯を観察対象とした理由としては 2 つあげられる。まず 1 つ目に抜歯を伴う矯正治療に
おける治療のステップの 1 つには犬歯の遠心移動がある。その際、抜歯スペースへの犬歯の倒れ
こみが生じることが多く、その後の矯正治療を難しくする要因の一つとしてあげられるからであ




2. intraoral scanner よりも extraoral scanner の精度が良いと言われているが、 intraoral 
scanner を使用した理由について説明せよ。  
（過去の報告では、 intraoral scanner よりも extraoral scanner の精度が勝るといった報告があ
るが、本研究は歯冠にブラケットがついた状態での歯列データを必要とするものである。そのた
め従来法の印象採得ではブラケット周囲の歯冠形態を十分に再現できず、重ねあわせに影響が出
る可能性があった。また、 intraoral scanner の患者満足度は従来法による印象採得よりも優れて





 以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。  
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